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Research Abstract

本研究では寡運動ラットを使い廃⽤性筋萎縮進⾏中の⾻格筋に対し、初期から種々の条件で荷重負荷を加え、その影響を組織化学的に検索することを⽬的とした。
まず寡運動ラットを作成し2週間飼育した。 
〔実験1〕では⼀⽇の荷重頻度(⼀回⼀時間)が及ぼす影響を検索した。その結果、⾮荷重及び荷重刺激による影響は、⻑指伸筋に⽐べヒラメ筋で著明であった。筋
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線維タイプ構成⽐率に変化はなかった。筋湿重量及び筋線維断⾯積は、ヒラメ筋のタイプに関し⼀⽇⼀回荷重より⼆回荷重の⽅が統計学的に有意に⼤きく、効果的
なことを⽰唆した。 
〔実験2〕では⼀週間の訓練頻度(隔⽇または毎⽇で⼀回⼀時間)が及ぼす影響を検索した。その結果、ヒラメ筋のタイプ構成⽐率は、寡運動群と⽐し隔⽇荷重群は
差がなかったが、毎⽇荷重群は有意差を認めコントロール群に近い値を⽰した。筋湿重量及び筋線維断⾯積もヒラメ筋においては、隔⽇より毎⽇荷重群の⽅が有意
に⼤きく、効果的なことを⽰唆した。⻑指伸筋は実験1と同様に著明な変化を⽰さなかった。 
以上の結果から、荷重の効果を考察する。まず臨床的に可能な範囲として本研究では⼀時間荷重を採⽤したが、廃⽤性筋萎縮の進⾏を完全に抑⽌することはできな
かった。しかし、荷重しないより隔⽇、隔⽇より毎⽇の⽅が効果的であった。当然の結果のようだが正常筋と異なり萎縮筋では安全な運動許容範囲が狭く、負荷の
程度によっては過⽤性筋⼒低下が予想されることから、今回の荷重⽅法は完全ではないが萎縮の進⾏抑⽌が可能で、かつ過⽤に⾄らない程度と考えられ、今後の研
究に有⽤な⽅法と思われる。⼀⽇の荷重頻度に関しては、筋線維タイプによる反応の違いが⽰唆された。今後は本研究結果を参考に、より詳細に効果的荷重負荷⽅
法を検索する必要がある。
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